
反転

反転とは 反転 点 の座標先の3 (重要 )

定点 □ を 中心 とする 半径 γ の 円 がある 。
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このとき 、
点 P に 点 P
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を 対応させることを反転という より ベクトル

また 、
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反転 の 性質2
. 反形 についてし 覚える必要はない )4 .

P を f : opop'= r
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によて別の点P'
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反転は、
、

」

移す変換である
。 OP . OP' =γ にっ " て P が O に 一致するときは P

'

はできない定義f :
( O の反転先は定義 できない )

P'には 以下 の関係系があるPs
( そのい )

の 反転先 の 点 を 仮 に
「

無点0 限遠点
」

と 呼ぶことにする 。

opor ⇒operl. . 遠点は 点 θ から 一 限りなく遠 いの距離ガ一点 であり、無限

op = r ⇒ op
'

= r2 . 感 円は原点からの距離 が有限 の 点 の 集合 とみない

opsr ⇒ op'sr3 ふ 直線 は 無限遠点をるみなすが成り立つ 通 c以下

( そ σ 2 ) 少し重要 I .原点 を通 る直線 →⑤ 原点を通る直線
反転で

2 . 原点 を 通らない直線 や 原点を通 る 肉

「

円 または 直線 」
は

点 P点 p1点Pa 反転先は 点 P) であり 、

3
. 原点 を通る 円 →

5 原点を通らない直線
「

円 または直線
」
に移る

。

「

点P← 点 P 」
( 点 P

'

の 反転先は点 P ) である 。 4 . 原点 を通らない 円 ⑤ 原点を 通 らない 円

ポイント□ 原点を 通る 反転後が無限遠点を 通 る → 反形は 直線→

原点 を通らない → 反転後が無限遠点 を通 らない → 反形 は円

…

直線→ 無限遠点をる →原点を通る通 反形 は

円 → 無限遠点 を通 らない → 反形 は原点 を通らない


